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ISCCとは
The International Sustainability and Carbon Certification 

(ISCC) は独立した複数の利害関係者によるイニシアチブであり、

持続可能で、完全に追跡可能な、森林破壊のない、気候に優し
いサプライチェーンのための認証システムをリードしています。
私たちは認証において、環境的、社会的、経済的に持続可能な
生産を保証します。
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現在のシステム文書

• ISCC Japan FIT - PKS（パーム椰子殻）および
パームトランク

• ISCC Japan FIT：原則及び基準 - PKS（パーム
椰子殻）およびパームトランク

2022年4月以降、経済産業省承認

• ISCC Japan FIT -持続可能なパーム油

• ISCC Japan FIT：原則及び基準 -持続可能な
パーム油

2023年4月以降、経済産業省承認

ISCC Japan FIT システム文書
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包括的システム文書

• ISCC Japan FIT システム文書 2.0版

• 経済産業省が承認した全新規バイオマス適格燃料を
網羅 –以前はパーム殻（PKS）、パームトランク、パー
ム油のみ

• 認証の範囲

• 関連する ISCC 文書

• 温室効果ガス（GHG） 削減閾値の要件を含むGHG算
定の要件

• Japan FIT 持続可能性要件 (“原則及び基準”)

ISCC Japan FIT システム文書
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バイオマス適格燃料

現在のバイオマス適格燃料

• パーム油

• PKS

• パームトランク

経済産業省が新規に承認した
適格バイオマス

• EFB （パーム椰子果実房）

• ココナッツ殻

• カシューナッツ殻

• くるみ殻

• アーモンド殻

• ピスタチオ殻

• ひまわり種殻

• コーンストローペレット

• ベンコワン（葛芋）種子

• サトウキビ茎葉

• ピーナッツ殻

• カシューナッツ殻油

経済産業省が承認した全てのバイオマス適格燃料は、文書 ISCC Japan FIT 適格材料リストに含まれる。
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ISCC GHG 算定式
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E - 燃料の供給と使用に伴うGHG総排出量 (単位 g CO2eq/MJ)

eec - 原材料の抽出または栽培によるGHG排出量

el - 年換算した(20年以上)土地利用変化による炭素ストックの変化に伴うGHG排出量

ep - 加工によるGHG排出量

etd - 輸送・流通に伴うGHG排出量

eu - 燃料使用によるGHG排出量

esca - 農業管理の改善による土壌炭素蓄積によるGHG排出削減量

eccs - 炭素回収と地中貯留によるGHG排出削減量

eccr - 炭素回収と代替利用によるGHG排出削減量

E = eec + el + ep + etd + eu – esca – eCCS – eCCR

経済産業省に確認された算定式の関連要素の概要
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GHG

削減要件

• ベースライン

• 2030年のエネルギーミックスを仮定した火力発電:

180 g-CO2/MJ 電力

• ライフサイクル GHG 削減要件

• 2029年までは燃料調達毎に50% 削減、2030年以降は燃料調達毎に
70% 削減が必要。

経済産業省に確認されたISCC Japan FITにおけるGHG基準

GHG削減要求率

～2029年 2030年

FIT

認定年
～2021年 自主的報告

2022年～ -50% -70%

2030年～ - -70%
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移行期間

・2022年3月31日以前、FIT認定される発電所:

• FIT制度で求められるライフサイクルGHG削減要件を満たす必要はな
い。

• 2022年4月1日以降、FIT認定される発電所:

• ライフサイクルGHG削減要件を運転開始時期または2026年3月31日
のいずれか早い時期において満たさなければならない。

• 2026年4月1日以降、FIT認定される発電所:

• ライフサイクルGHG削減要件を満たさなければならない。

経済産業省が策定したGHG削減基準を満たすまでの移行期間
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• ISCC Japan FIT適格材料リスト

•自己宣言

• CoC（生産物流通認証）の監査手順

•原則及び基準の監査手順

• PoS
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•最初の ISCC Japan FIT 認証はトレーダーのスコープで、 “CV. 

ANUGRAH ABADI社”に対して 5月に発行された。

• さらに多くのISCC Japan FIT登録企業は認証プロセスに従って、
認証を取得する予定。

• インドネシアやマレーシアの6社が発生地点（Point of Origin）のスコープ
で登録している。

• カシューナッツ殻のような新規適格バイオマス燃料の認証に企業
は関心あり。

ISCC Japan 

FITにおける
登録
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Thank you!
ISCC System GmbH

Hohenzollernring 72, 50672 Cologne, Germany

www.iscc-system.org


	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2: ISCC Japan FIT システム文書
	スライド 3: ISCC Japan FIT システム文書
	スライド 4: バイオマス適格燃料
	スライド 5: ISCC GHG 算定式
	スライド 6: GHG 削減要件
	スライド 7: 移行期間
	スライド 8
	スライド 9: ISCC Japan FITにおける登録
	スライド 10

